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県民児協マスコットキャラクターを県民児協マスコットキャラクターを
紹介します紹介します

　群馬県民生委員児童委員協議会では令和４年度にマスコットキャラクターのデザインを県内民生委員・児童委
員の皆さまに広く公募し、たくさんのご応募をいただきました。
　この度、ご応募いただいた作品の中から選考した結果「ぐんまミンジー」に決定しましたので紹介いたします。
　つきましては、民生委員・児童委員活動について広く普及・啓発を図るため、市・単位民児協の広報紙や研修
資料、その他のグッズ等に積極的にご使用ください。
　なお、使用に際しては、群馬県社会福祉協議会ホームページ内の群馬県民生委員児童委員協議会ページから�
委員・事務局専用ページに入り「群馬県民生委員児童委員協議会キャラクター取扱要領」をご確認いただき「使
用届出書」を県民児協事務局まで提出のうえご使用ください。

【「ぐんまミンジー」使用における主な留意点】
◦「ぐんまミンジー」以外の愛称で使用しないでください。また、形や色の変更もできません。（印刷の都合
による２色刷りは可）
◦「ぐんまミンジー」は民生委員・児童委員、主任児童委員活動において使用することとし、民生委員・児童
委員等のイメージを損なう使用をしてはいけない。
◦使用する場合は「使用届出書」の提出をお願いします。

⃝県民児協キャッチコピーも決定しました。�

　「思いやり　地域によりそう　民生委員」

特 集

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール
キャラ名 ぐんまミンジー
 民生委員の「ミン」、児童委員の「ジ」
年齢・性別 秘密

性　  格 聞き上手でみんなの支え役

好きな食べ物 焼きまんじゅう、こんにゃく

趣　  味 温泉巡り、だるま鑑賞

群馬県のだるま生産量は全国１位！
（全体の８割を占める）

群馬県民生委員児童委員協議会「ぐんまミンジー」
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令和６年度　県民児協事業計画（抜粋）

１　民生委員・児童委員活動及び協議会運営の
　　強化・支援
○民生委員・児童委員、主任児童委員活動の強化・
支援
○市町村・単位民児協の運営強化・支援
○区域担当委員と主任児童委員との連携強化・支援
○県民児協の体制強化

２　民生委員・児童委員の資質の向上、関係機関との
連携強化
○研修会、研究委員会・活動委員会等の充実
○活動記録等の作成支援
○民生委員・児童委員並びに主任児童委員と
　関係機関との連携強化
３　広報・啓発活動の推進
○民生委員・児童委員活動の周知・PR
○機関誌「県民児協たより」の発行

１　会の運営
　円滑な運営を図るために、次の会議を開催します。
⑴正副会長等会議� 年12回
⑵理事会� 年２回
⑶総　会� 年１回
⑷監事会� 年１回
２　民生委員・児童委員、民児協の資質向上
⑴委員会に関すること
　資質向上を図るために、次の委員会を開催します。
①�研究委員会（地域福祉・子ども福祉・自立支
援）� 年各２回
②研修活動委員会� 年１回
③研修企画推進委員会� 年２回
④広報広聴活動委員会� 年１回
⑤県民児協たより編集委員会� 年２回

⑵研修に関すること
　資質向上を図るために、次の研修会等を開催します。
①新任民生委員・児童委員研修会（応用編）
� 県社協受託事業
②単位民児協会長研修会� 県社協受託事業
③主任児童委員研修会� 県民児協受託事業
④民生委員・児童委員相談技法研修会
⑶会議等に関すること
　資質向上を図るために、次の会議等を開催します。
①民生委員・児童委員各種表彰受賞者祝賀会
� 年１回
②�主任児童委員連絡会議・代表者会議・情報交換会
� 年計６回
③ブロック別市町村民児協会長会議� 年１回
④都道府県・指定都市民児協事務局会議
⑤群馬県内市町村民児協事務局会議

３　各種大会、研修会等への参加
　全民児連等主催の大会・研修会等に参加します。
⑴第93回全国民生委員・児童委員大会（宮崎県）
⑵第84回関東ブロック民生委員児童委員活動研究�
協議会（静岡県）

⑶全国民生委員指導者研修会（第34回全国民生委員大学）
⑷全国民生委員リーダー研修会
⑸全国児童委員・主任児童委員研究協議会
⑹関係機関等からの要請に基づく各種会議
４　民生委員児童委員協議会活動の強化
　助成事業等を通じ、活動の支援を行います。
⑴地区民児協活動推進費助成の実施
⑵オンラインを活用した円滑な情報共有と研修機会
の提供

５　広報・PR活動の推進
広報・啓発、会員の連携、情報提供を図ります。
⑴民生委員・児童委員活動の周知の推進
⑵民生委員・児童委員の日（５月12日）
　・活動強化週間（５月12日～18日）の推進
⑶機関誌「県民児協たより」の発行
⑷ホームページの充実及びキャッチコピー・
　PRキャラクターの活用
６　互助事業の実施
　会員の弔慰等の給付を行います。
⑴全国民生委員互助事業の実施
⑵県民児協互助事業の実施

	  重　点　目　標 �

	  事　業　内　容 �
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次
の
よ
う
な
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
預
貯
金
な
ど
の
管
理
・
解
約
、
保
険
金

の
受
取

・
診
療
や
入
院
契
約
、
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
契
約
の
締
結

・
相
続
手
続

・
不
動
産
の
処
分
（
売
却
、
賃
貸
等
）

・
身
寄
り
が
な
い
等
に
よ
り
将
来
に
わ

た
っ
て
支
援
す
る
人
が
必
要
で
あ
る　

等

 

で
き
る
こ
と 

・
印
鑑
や
預
貯
金
通
帳
の
保
管
・
管
理
、

不
動
産
の
維
持
・
管
理
、
利
用
料
の
支

払
い
、
保
険
金
や
年
金
の
受
領 

・
賃
貸
借
契
約
、
賃
料
の
支
払
い
、
施
設

契
約
、
施
設
費
支
払
い
、
介
護
契
約
、 

生
活
保
護
申
請

・
診
療
契
約
、
入
院
契
約
、
医
療
費
の
支

払
い

・「
遺
産
分
割
協
議
」「
遺
留
分
減
殺
請
求
」

な
ど
の
法
律
行
為
、
生
活
資
金
捻
出
の

た
め
の
動
産
及
び
不
動
産
の
処
分
等

 

で
き
な
い
こ
と 

・
事
実
行
為
（
食
事
・
排
泄
等
の
介
助
や

清
掃
、
送
迎
、
病
院
等
へ
の
付
き
添
い

　
等
）

・
身
元
保
証
人
・
身
元
引
受
人
・
入
院
保

証
人
等
に
な
る
こ
と

・ 

医
療
行
為
へ
の
同
意
（
手
術
や
臓
器
移

植
、
延
命
措
置
な
ど
の
同
意
、
拒
否　

等
）

・
一
身
専
属
的
な
権
利
の
代
理
行
為
（
結

婚
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
離
縁
、
認
知

等　
等
）

○
保
佐
開
始
事
例

①
本
人
の
状
況
：
中
程
度
の
認
知
症
の
症
状

②
申
立
人
：
長
男

③
保
佐
人
：
申
立
人

　

本
人
は
１
年
前
に
夫
を
亡
く
し
て
か
ら

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
以
前
か

ら
物
忘
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
症

状
が
進
み
、
買
物
の
際
に
１
万
円
札
を
出

し
た
か
５
千
円
札
を
出
し
た
か
、
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
き
た
た
め
、
長
男
家
族
と

同
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
隣
県
に

住
む
長
男
は
、
本
人
が
住
ん
で
い
た
自
宅

が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
際
自
宅

の
土
地
、
建
物
を
売
り
た
い
と
考
え
て
、

保
佐
開
始
の
審
判
の
申
立
て
を
し
、
併
せ

て
土
地
、
建
物
を
売
却
す
る
こ
と
に
つ
い

て
代
理
権
付
与
の
審
判
の
申
立
て
を
し
ま

し
た
。

　

家
庭
裁
判
所
の
審
理
を
経
て
、
本
人
に

つ
い
て
保
佐
が
開
始
さ
れ
、
長
男
が
保
佐

人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
男
は
、
家
庭

裁
判
所
か
ら
居
住
用
不
動
産
の
処
分
に
つ

い
て
の
許
可
の
審
判
を
受
け
、
本
人
の
自

宅
を
売
却
す
る
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
法
務
省
民
事
局
「
成
年
後

見
制
度 

成
年
後
見
登
記
制
度
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
よ
り
引
用
）

　
各
市
町
村
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
相
談
窓
口
、
中
核
機
関
等

情
報
室

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
精
神
上
の

障
害
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
不
十
分
・
著
し
く
不
十
分
・
欠
け
て
い
る
の
が

通
常
の
状
態
に
あ
る
方
に
つ
い
て
、
本
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
で
あ
る
成

年
後
見
人
等
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

１
ど
ん
な
時
に
使
う
の
？

２
成
年
後
見
制
度
の
種
類

（
３
つ
の
類
型
）

３
成
年
後
見
制
度
で

で
き
る
こ
と・で
き
な
い
こ
と

４
成
年
後
見
制
度
の
事
例

５
相
談
先

○法定後見制度○

補助
・判断能力が単に不十分
家庭裁判所の審判によって、特定の法律行為について、
家庭裁判所が選任した補助人に同意権・取り消し権や
代理権を与えることが可能。

保佐

・判断能力が著しく不十分
金銭貸借、保証人になる、不動産の売買等の法律で定
められた一定の行為について、家庭裁判所が選任した
保佐人の同意を得ることが必要となる。同意を得ずに
した行為は、取り消しが可能。

後見

・判断能力が欠けているのが通常
家庭裁判所が選任した成年後見人が、本人の利益を考
えながら、本人を代理して契約等の代理行為をしたり、
本人がした不利益な法律行為を後から取り消すことが
可能。
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「
地
域
と
と
も
に
」

　
高
齢
者
の
お
宅
に
「
今
日
は
、
変
わ
り
な

い
で
す
か
」と
伺
う
と
「
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
、

も
う
ダ
メ
だ
ね
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
笑
顔

で
元
気
そ
う
に
答
え
て
く
れ
、
見
守
り
活
動

が
始
ま
り
ま
す
。

　
あ
る
日
の
夕
方
、
見
守
り
を
し
て
い
る
お

宅
に
救
急
車
が
来
た
の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
苦
し
く
な
り
、
救
急
車

を
呼
ん
だ
と
の
こ
と
。
直
ぐ
に
娘
さ
ん
に
連

絡
し
、
必
要
最
低
限
の
持
ち
物
を
救
急
隊
員

に
渡
す
こ
と
を
承
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
方
は
、
日
頃
薬
や
保
険
証
の
置
き
場
所
な

ど
を
私
に
教
え
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
無

事
を
願
い
な
が
ら
救
急
車
を
見
送
り
ま
し

た
。

　
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
嫁
ぎ
先
も
地
元

な
の
で
、
高
齢
者
の
方
は
親
同
然
と
思
い
接

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
協
会
長
さ
ん
の
「
私
た
ち
の

活
動
は
、
行
政
に
繋
ぐ
こ
と
ま
で
」
と
い
う

言
葉
を
胸
に
、
同
じ
地
域
住
民
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

み
ど
り
市
東
地
区
　
野
澤
　
千
代
子

Ｑ　
主
任
児
童
委
員
対
象
の
研
修
を
受
け
て
い
る
の
に
、
民
児
協
主
催
の
高
齢
者

や
障
害
者
関
係
等
の
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
主
任
児
童
委
員
は
児
童
委
員
か
ら
指
名
さ
れ
ま
す
。
そ
の
児
童
委
員
は
民
生

委
員
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
主
任
児
童
委
員
は

そ
も
そ
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
言
え
ま
す
。

　
例
え
ば
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
考
え
た
際
、
子
ど
も
の
属
す
る
世
帯
全
体
の
問
題
や

課
題
に
向
き
合
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
に
は
子
ど
も
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

複
合
的
な
課
題
が
必
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。
一
面
的
な
部
分
で
の
係
わ
り
で
は
な
く
、

包
括
的
な
係
わ
り
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
地
域
全
体
を
見
渡
す
視
点
と
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
強
化
の
た
め
に

も
、
幅
広
い
研
修
が
必
要
で
す
。

主任児童委員活動のワンポイントレッスン
大きな耳

委
員
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

委
員
活
動
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

委員活動Ｑ＆Ａ

　
安
中
市
の
新
年
式
で
、
会
長
か
ら
今
年
の
目
標
を
「
傾

聴
」
と
し
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
大
賛

成
で
す
。
私
の
好
き
な
言
葉
に
「
大
き
な
耳
、小
さ
な
口
、

優
し
い
目
」
が
あ
り
ま
す
。「
大
き
な
耳
」
ま
ず
は
人
の

話
を
し
っ
か
り
聞
き
ま
し
ょ
う
。「
小
さ
な
口
」
自
分
の

意
見
を
言
い
す
ぎ
な
い
こ
と
。「
優
し
い
目
」
相
手
や
回

り
の
人
た
ち
へ
目
配
り
気
配
り
を
意
識
し
て
行
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
と
言
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
産
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
一
世
紀
以
上
も
頑
張
り
長
い
人
生
を
送
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
ひ
と
り
で
暮
ら
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
本
当
に
幅
広
く
関
わ
り
を
持
て
る

と
て
も
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
主
任
児
童
委
員
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
委
嘱
を
受
け
新
た
に
主
任
児
童
委
員
の
辞
令
を
受
け
て

い
ま
す
が
プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
相
談
さ
れ
て

も
困
難
な
時
や
、
大
変
な
事
案
を
抱
え
て
さ
て
ど
う
し
よ

う
と
悩
む
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
心
配
し
な
く
て

大
丈
夫
、
そ
ん
な
時
は
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

連
携
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
適
確
な
機
関
へ
と
繋
げ
安

心
し
て
頂
く
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

普
段
か
ら
こ
ん
な
時
は
こ
こ
に
、
と
繋
ぎ
先
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
く
さ
ん
の
引
き
出
し
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
ひ
と
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
ま
す
。
そ
し
て
困
っ
た
時
に

は
助
け
て
く
れ
る
行
政
を
始
め
各
関
係
機
関
の
方
々
が
い

ま
す
。

　
私
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
特
に
「
大
き
な
耳
」
を
意
識
し
て
活
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
　
篠
原
晴
美
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館
林
市
民
児
協
の
広
報
誌
と
し
て
、

名
称
“
つ
な
ぐ
”
創
刊
号
を
５
月
に
発

刊
し
ま
し
た
。

　

発
刊
目
的
は
、
市
民
の
か
た
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、市
内
10
単
位
民
児
協
の
日
々

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
気
軽
に

相
談
や
支
援
な
ど
、
４
つ
の
大
き
な
役

割
を
主
眼
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
発
刊

し
た
も
の
で
す
。

　

発
刊
に
あ
た
り
18
名
の
編
集
委
員
が

集
い
、
代
表
者
を
決
め
た
後
、
①
名
称
②
サ
イ
ズ
③
部
数
④

発
刊
時
期
⑤
配
布
方
法
（
回
覧
か
毎
戸
）
な
ど
を
最
初
に
協

議
し
ま
し
た
。

　
名
称
“
つ
な
ぐ
”
に
あ
る
よ
う
に
創
刊
第
１
号
は
、
市
民

の
か
た
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
相

談
・
見
守
り
に
関
連
し
た
心
配
事
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
１

面
と
し
ま
し
た
。

　
２
～
３
面
は
見
開
き
で
、
10
単
位
民
児
協
の
活
動
の
一
端

を
写
真
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

４
面
は
市
民
児
協
の
全
体
研
修
会
や
テ
ー
マ
別
勉
強
会
、

３
研
究
部
会
（
自
立
支
援
、
地
域
福
祉
、
子
ど
も
福
祉
）
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
『
館
林
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
だ
よ
り
』
は
、
読

み
や
す
さ
を
第
一
に
、
文
字
数
少
な
く
、
写
真
を
多
く
、
諸

活
動
は
明
瞭
・
簡
潔
に
紹
介
す
る
な
ど
に
配
慮
し
て
、今
後
、

随
時
発
行
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
取
材
・
執
筆　
館
林
市　
田
口
正
夫
）

　
玉
村
町
民
児
協
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
58
名
、
主
任
児

童
委
員
４
名
の
62
名
で
、
お
元
気
で
す
か
訪
問
（
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
）
や
主
任
児
童
委
員
に
よ
る
学
校
訪

問
、
住
民
の
方
か
ら
の
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
町
内
の
お
祭
り

な
ど
で
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
周
知
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
周
知

活
動
の
場
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
５
年
５

月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
な
っ
た
こ
と
で
、

よ
う
や
く
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
祭
り
で
、

来
場
さ
れ
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
若
い
世
代
は
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
知
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

周
知
を
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。

　
実
施
後
の
８
月
は
、
相
談
・
支
援
件
数
が
昨
年
よ
り
約
30
件

増
加
し
て
お
り
、
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、ご
近
所
付
き
合
い
が
希
薄
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
、

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
役
割
は
、
重
要
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
今
後
と
も
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
周
知
活
動
を
実
施
し
、
悩
み
ご
と
を

抱
え
る
方
が
１
人
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
、

地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
伊
勢
崎
市　
田
中
隆
次
）

東部ブロック� （館林市民児協）

　市民児協だより創刊

地地 区区 ココ ーー ナナ ーー
たた よよ りり

中部ブロック� （玉村町民児協）

　『声掛けで広がる安心・安全な地域』を目指して
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東
吾
妻
町
民
児
協
は
民
生
委
員
49
名
、
主

任
児
童
委
員
３
名
の
計
52
名
で
活
動
し
、
３

つ
の
研
究
委
員
会
が
あ
り
、
各
委
員
会
に
お

い
て
関
係
す
る
分
野
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
つ
で
あ
る
自
立
支
援
研
究
委
員
会

に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
「
ヤ
ン
グ
（
ダ
ブ

ル
）
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人　
虹
色
の
か
さ　
理
事

長
高
橋
様
の
講
話
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
話
の
中
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
出

会
っ
た
ら
「
①
声
を
か
け
る
②
話
し
を
聴
く

③
伴
走
す
る
、
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
児
童
委
員
と
し

て
、
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
ど
う
接

し
た
ら
良
い
か
、
解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け

る
た
め
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
民
生
委
員
で
あ
る
と
同
時
に
児

童
委
員
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、

今
後
も
全
て
の
皆
様
が

地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
行
政
・

学
校
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
力
・
連
携
を
図
り

な
が
ら
協
議
会
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

（
取
材
・
草
津
町

　
重
田
直
人
）

　

藤
岡
市
民
児
協
は
、８
地
区
１
４
０
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
夏
季
冬
季
の
研
修
会
、
１
泊
２
日

の
視
察
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
視
察

研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、４
年
ぶ
り
の
令
和
５
年
11
月
に

福
島
県
の
い
わ
き
市
で
研
修
を
行
い
、
被
害

を
受
け
た
当
時
の
状
況
や
復
興
ま
で
の
様
子

に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、10
月
に
は
藤
岡
市
と
姉
妹
都
市
で

あ
る
石
川
県
羽
咋
市
の
民
児
協
と
、
交
流
研

修
会
で
活
動
紹
介
や
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
再
び
活
動
で
き
る
機
会
が
増
え
て
き
て

委
員
も
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
改
選
に
よ
り
、
新
任
の
委
員
も
多
く
な
り

ま
し
た
が
、
１
年
半
が
経
過
し
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
同
士
で

の
話
し
合
い
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
中
で
の
「
つ
な
ぎ

役
」
の
役
割
を
意
識
し

て
、見
守
り
活
動
を
行
い
、

地
域
に
寄
り
添
っ
た
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
高
崎
市新

井
正
昭
）

　
「
雪
ほ
た
か
」が
有
名
な

川
場
村
の
民
児
協
は
12

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

毎
月
の
定
例
会
に
は
関

係
機
関
や
、
保
健
師
も
参

加
し
広
く
情
報
交
換
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
川
場
村
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
地
域
サ
ロ
ン
を

出
来
る
だ
け
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
委
員
の
活
動
で

も
、
未
就
園
児
の
母
子
に

対
し
て
月
１
回
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
村

社
会
福
祉
協
議
会
と
、
年
１
回
こ
ど
も
園
に

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
招
待
し
園
児
と
の
交

流
を
は
か
り
、
そ
の
後
昼
食
会
で
参
加
者
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
保
養
事
業
で
は
、
担
当
す
る

地
域
の
高
齢
者
が
旅
行
に
参
加
す
る
際
に
は

同
行
し
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
安
心
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
意
見
を
募
り
、
今

後
見
直
し
を
す
る
予
定
で
す
。

　
令
和
５
年
度
は
民
児
協
交
流
会
が
再
開
し
、

川
場
村
が
片
品
村
を
訪
問
、
委
員
同
士
の
意

見
交
換
や
歓
談
等
、
楽
し
く
有
意
義
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
後
は
社
会
活
動
も

よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
日
頃

の
活
動
を
通
し
、
よ
り
明
る
い
社
会
実
現
の

た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
・
執
筆　
片
品
村　
須
藤
育
美
）

吾妻ブロック� （東吾妻町民児協）

　ヤングケアラー支援に向けて

西部ブロック� （藤岡市民児協）

　藤岡市民児協の活動と取組

利根・沼田ブロック� （川場村民児協）

　明るい社会づくりのために
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甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
能
登
半
島
地
震
で
迎
え
た
新
年
で

し
た
が
、
季
節
の
移
ろ
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
早
く
も
風
薫
る
５
月

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
併
せ
て
被

災
者
の
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
も
中
間
点
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
色
々

と
ご
苦
労
も
あ
っ
た
事
と
存
じ
ま
す
が
、
健
康
に
留
意
さ
れ
残
任
期

を
引
続
き
そ
の
任
に
向
き
合
い
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
ね
て
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
現
地
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興
を

御
祈
念
申
し
上
げ
て
編
集
後
記
に
替
え
ま
す
。

�

編
集
委
員
会
担
当
副
会
長　
井
上
政
道

編 集 後 記

インフォメーションインフォメーション

　

今
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」

は
、「
孤
独
・
孤
立
に
悩
む
人
を

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社

会
」、「
相
互
に
支
え
合
い
、
人
と

人
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ

る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
基
本
理
念

や
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
で
は
、
官
民
連
携
の

基
盤
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
設
置
し
、
関
係
者
間
の
「
つ

な
が
り
」
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
各
種
相
談
窓
口
を

掲
載
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

開
設
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

等
を
通
じ
て
、
孤
独
・
孤
立
に

悩
む
人
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

孤
独
・
孤
立
対
策
に
お
い
て

は
、
当
事
者
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
関
係
者
の
連
携
と
協
働
の
促

進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
に
お

け
る
最
も
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た

相
談
・
支
援
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
、
見

守
り
支
援
と
い
っ
た
日
頃
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
と
の
つ

な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
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 １．理事会�
・日時：�５月21日㈫
・場所：群馬県社会福祉総合センター　地階B01
　　　　（前橋市新前橋町13-12）

 ２．総　会�
・日時：�５月28日㈫
・場所：群馬県社会福祉総合センター　８F大ホール
　　　　（前橋市新前橋町13-12）

 ３．１期目民生委員・児童委員研修会�
・日時：�８月28日㈬・29日㈭
・場所：昌賢学園まえばしホール
　　　　（前橋市南町３丁目62）
・講師：泉惠造研修企画工房
　　　　泉　惠造　氏

 ４．単位民児協会長研修会�
・日時：�９月12日㈭～13日㈮
・場所：ホテル木暮
　　　　（渋川市伊香保町伊香保135）
・講師：ルーテル学院大学
　　　　市川　一宏　氏

群馬県民生委員児童委員協議会
（県社協HP内）のホームページが
リニューアルしました。

※下記二次元バーコードよりご覧頂けます。


